
 

 

 

「自ら学ぶ子 思いやりのある子 たくましい子 自分のよさを伸ばす子」 

『チーム金曽木小 発動』 

校長 大木 毅 

満開の桜から新緑薫る季節を迎えました。１年の中で、さわやかで気持ちよく過ごせる時期でもあります。

早いもので、新年度があけてから１ヶ月が過ぎました。入学式を終えた１年生もすっかり金曽木小学校での

新生活に慣れてきたようです。仮設校舎暮らしは続いていますが、１年生も含めて慣れて快適に学校生活を

送っています。皆が楽しみにしているゴールデンウイークを迎えますが、「安全第一・健康第一」で過ごして 

ほしいと願います。 

 さて、金曽木小学校には、子供たちの健全なる育成に多くのスタッフが関わっています。まだ、私が教員だっ

たころは、『校長・副校長（当時は教頭）・担任・専科・事務・主事』という職種だけで学校運営を送ってきま

した。しかし、今は、これまであった職種の他に「時間講師・学力向上推進ティーチャー・特別支援教育支援

員・特別支援教室専門員・スクール サポート スタッフ・校内別室登校支援員・エデュケーションアシスタント

・スクールカウンセラー などなど」たくさんの職種の方が子供たちの育ちに関わっています。 

金曽木小学校全校児童３７３名の子供たちを様々なスタッフがそれぞれの立場で責任をもって、指導して

いることとなります。手前味噌とはなりますが、本校の全スタッフは、誰もが誠実で真摯に子供たちと向き合っ

ています。学校では、思いも寄らない事案が起こることや予期せぬでき事に出合うこともあります。その時に、

決して担任が一人で抱え込むことなく、チームで組織として向き合い、解決に導くよう努力しています。 

特別な支援が必要なお子さんには、いろいろなスタッフがさまざまなアプローチで、よい方向に向かうよう

に声かけや働きかけをしています。また、「どのような対応がより効果的だったか」や「事後に生かせることは

ないか」などの情報共有を進めています。  

今後も諸課題に対して、 「チーム金曽木 オール金曽木」で全職員・スタッフが気持ちを一つにして、前向

きかつ丁寧に取り組んでまいります。そのためには、学校全体が相談がしやすく、自分の考えや意見が素直

に言える雰囲気が大事です。ご家庭や地域との連絡や連携も軽やかにスムーズに運べるようにしていきます。 

オープンスクールに来られた方々にはお話しましたが、魅力ある学校づくりをどんどん積極的に発信してい

きます。よりよい学校づくりは、継続してこつこつ取り組んでこそ成せることです。作り上げるには、並々ならぬ

努力の積み重ねが必要です。保護者、地域の皆様と共に、子どもたちにとって金曽木小学校がさらに良い学

校となるよう「チーム金曽木小」教職員一同、教育活動に邁進してまいります。        

風薫る５月が金曽木っ子にとって実りある日々となるよう今年度もよろしくお願いいたします。 

令和８年度  ５月号 

台東区立金曽木小学校 

校 長  大 木  毅 

令和８年 ４月３０日 台東区根岸４－16－22 TEL 03(3876)3701 FAX 03(3871)9507 

https://taito.ed.jp/swas/index.php?id=1310218 


